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本論文は、 18 世紀イギリスを代表する美学者にして政治哲学者たるエドマンド・パーク (Edmund burke, 
































ある。表題にある「初期における j 美学思想とは、「後期J にはパークが政治思想、に重点を置いたことを含意するが、
同時に、この政治思想に主眼をおいた先行研究が、初期の美学思想を十分に評価し得ないという主張を含む。そして、
初期の美学思想から照明し得るパークの感性とアイルランドの出自の意味が、パークの政治思想の理解にも不可欠だ
という洞察をも含んでいる。
著者がアイルランドで、行った実地調査は、著者の論述に実証的な説得性を与えるもので、本論文の着眼点と並んで、
高く評価される。
もちろん、論文としての問題点も無いわけではない。もともとパークは体系的な思想家ではなかったとはいえ、そ
の「全貌J を描くにあたって、各章をつらぬく軸が、すこしぼやけた恨みを残す。また、パークの美学思想、の受容に
際して「バイアス」とされたカント美学に関して、著者自身のカント理解ないしカント批評が、もう少し正面に押し
出されるべきで、あった。これは、パーク思想の受容のもうひとつのバイアスである「イデオロギー性j の見地が、明
確に指摘されていたこととくらべると、アンバランスでもある。もちろん、カント美学を正面から扱うとなると、テ
ーマの大きさからして「パーク論J の枠を越える恐れもなしとはいえなし、かもしれない。著者は、この点をカバーす
るために第二章の付論で、クンメルの美学を介して、間接にカント美学への批評的見地を述べたのだと理解される。
以上のような問題点は含むとしても、繰り返して言うなら、本論文は本邦におけるパーク研究の重要な空白部分を
埋めて、パークの美学思想、を克明に描き出すものであり、欧米の先行研究に対しても訂正提案を含むものとして、学
界に寄与するところが大きい。
以上の理由から、本論文は博士(文学)の学位にふさわしいものとして認定する。
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